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（
予
備
電
源
）

第
二
十
三
条

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
に
は
、
外
部
電
源
系
統
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
監

視
設
備
そ
の
他
必
要
な
設
備
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
予
備
電
源
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
信
連
絡
設
備
等
）

第
二
十
四
条

事
業
所
に
は
、
安
全
設
計
上
想
定
さ
れ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
事
業
所
内
の
人
に
対
し
必

要
な
指
示
が
で
き
る
よ
う
、
警
報
装
置
及
び
通
信
連
絡
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
所
に
は
、
安
全
設
計
上
想
定
さ
れ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
事
業
所
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要

が
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
が
で
き
る
よ
う
、
通
信
連
絡
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
に
は
、
事
業
所
内
の
人
の
退
避
の
た
め
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

雑
則

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

第
二
十
五
条

第
三
条
第
二
項
の
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
申
請
書
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
申
請
書
に
記

載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法

そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
別
記
様
式
の
電
磁
的

記
録
媒
体
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子

炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

（
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
等
の
廃
止
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令

第
百
十
三
号
）

二

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
溶
接
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
十
四

号
）

三

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
性
能
に
係
る
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則

第
二
十
六
号
）

別
記
様
式
（
第
25条
関
係
）

電
磁
的
記
録
媒
体
提
出
票

年
月

日
原
子
力
規
制
委
員
会
殿

住
所

氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
申
請
書
に
記
載
す

べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体
を
以
下
の
と
お
り
提
出
い
た
し
ま
す
。

本
票
に
添
付
さ
れ
て
い
る
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
事
項
は
、
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

１
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
事
項

２
電
磁
的
記
録
媒
体
と
併
せ
て
提
出
さ
れ
る
書
類

備
考
１
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

２
「
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
事
項
」
の
欄
に
は
、
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記

載
す
る
と
と
も
に
、
２
以
上
の
電
磁
的
記
録
媒
体
を
提
出
す
る
と
き
は
、
電
磁
的
記
録
媒
体
ご
と
に
整
理
番
号

を
付
し
、
そ
の
番
号
ご
と
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
「
電
磁
的
記
録
媒
体
と
併
せ
て
提
出
さ
れ
る
書
類
」
の
欄
に
は
、
本
票
に
添
付
さ
れ
て
い
る
電
磁
的
記
録
媒

体
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
以
外
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
書
類
名
を

記
載
す
る
こ
と
。

４
該
当
事
項
の
な
い
欄
は
、
省
略
す
る
こ
と
。

第
一
章

総
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

放
射
線

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
総
理
府
令
第
十
号
。
以
下
「
再
処

理
規
則
」
と
い
う
。）第
一
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
放
射
線
を
い
う
。

二

管
理
区
域

再
処
理
規
則
第
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域
を
い
う
。

三

周
辺
監
視
区
域

再
処
理
規
則
第
一
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
周
辺
監
視
区
域
を
い
う
。

四

放
射
性
廃
棄
物

再
処
理
規
則
第
一
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
放
射
性
廃
棄
物
を
い
う
。

五

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化

再
処
理
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五

年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号
。
以
下
「
事
業
指
定
基
準
規
則
」
と
い
う
。）第
一
条
第
二
項
第
一
号
に

規
定
す
る
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
を
い
う
。

六

設
計
基
準
事
故

事
業
指
定
基
準
規
則
第
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
設
計
基
準
事
故
を
い
う
。

七

安
全
機
能

事
業
指
定
基
準
規
則
第
一
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
安
全
機
能
を
い
う
。

八

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設

事
業
指
定
基
準
規
則
第
一
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
安
全
機
能
を
有
す
る
施

設
を
い
う
。

九

安
全
上
重
要
な
施
設

事
業
指
定
基
準
規
則
第
一
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
安
全
上
重
要
な
施
設
を
い

う
。

十

重
大
事
故
等
対
処
施
設

事
業
指
定
基
準
規
則
第
一
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を

い
う
。

十
一

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事
業
指
定
基
準
規
則
第
一
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

を
い
う
。

十
二

多
重
性

事
業
指
定
基
準
規
則
第
一
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
多
重
性
を
い
う
。

十
三

独
立
性

事
業
指
定
基
準
規
則
第
一
条
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
独
立
性
を
い
う
。

十
四

多
様
性

事
業
指
定
基
準
規
則
第
一
条
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
多
様
性
を
い
う
。

（
特
殊
な
設
計
に
よ
る
再
処
理
施
設
）

第
二
条

特
別
の
理
由
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
再

処
理
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
理
由
及
び
設
置
方
法
を
記
載
し
た
申
請
書
に
関
係
図
面
を
添
付
し

て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
九
号

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
核
原
料
物
質
、
核

燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
四
十
六
条
の
二
の
規
定
に

基
づ
き
、
再
処
理
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

更
田

豊
志

再
処
理
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

目
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